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カテゴリー 事実 発展 総数 (%) 
定義・原則 3 50 53 ( 7.8) 
離乳食づくり 87 36 123 (18.0) 
味 手作り 90 63 153 
市販品 46 18 64 (31.8)※ 
外観・形態 26 16 42 ( 6.1) 
離乳各期の比較 37 9 46 ( 6.7) 
栄養 14 14 ( 2.0) 
手作りの利点 30 30 ( 4.4) 
市販品の利点・活用 35 35 ( 5.1) 
将来への活用 32 32 ( 4.7) 
乳幼児期の食習慣 25 25 ( 3.7) 
食べさせ方 9 9 ( 1. 3) 
調理器具・食器 7 7 ( 1.0) 
今後の学習課題 6 6 ( 0.9) 
その他 19 19 ( 2.8) 
実習の感想 25 25 ( 3.7) 
























定義・原則 離づ乳く食り 外観 手づくりの味 市販品の味
離乳各期の 栄養
手づくりの 市販品の 将活来用への 乳幼児期の
リー 比較 利点 利点・活用 食習慣
記述数 53 123 42 153 64 46 14 30 35 32 25 
離乳食のイメージ 9 手間が 形態 'zl 薄い ω 濃い 29 味と形態 12 パラソス 9 愛情・幹 7 便利・手軽 10 手作り 25 味覚の発達 15 
サ 離乳の定義・意義 5 かかる 39 固さ 8 素材の味 38 薄い 6 味と聞き 10 調理の工夫 4 母性愛・自覚 4 時間がかか 併用 6 重要性 5 
離乳の進め方 5 面倒 5 食感 7 味がない 14 レトルトが薄味に 味 7 食品の選択 1 安全性 5 らない 2 市販品 1 偏食 2 
ブ
栄養パラソス 7 大変 24 薄くない 6 なっTこよう 3 形態 6 栄養ノえラγス 2 栄養パラγス 3 その他 3 
カ 食べ易き 3 難しい 10 おいしくない 23 薬っぽい味 3 聞き 5 味覚の発達 2 見本になる 3 
すりつぶす意義 3 簡単 29 おいしい 10 化学調味料の味 3 その他 6 単に 7 種類が多い 2 
ア
消化機能の考慮 3 楽しい 5 物足りない 4 人工的な味 2 その他 3 活用の仕方 13 
ゴ 調理の原則 4 その他 11 食べやすい 2 おいしくない 12 その他 3 
調理の工夫 3 食べにくい 2 その他 3 
リ
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